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研究成果の概要（和文）：重度歯周病は認知症の増悪因子と注目される。本研究はチベット族を対象に歯周病と
認知機能との関連性に関する調査研究を行った。歯周病の罹患しないチベット族の高齢者に比較して重度歯周病
を有する高齢者における認知機能（MMSEスコア）が有意に低下した。また歯周病の罹患しない軽度認知障害
（MCI）並びにアルツハイマー型（AD）患者に比較して重度歯周病を罹患したMCIならびにAD患者のMMSEスコアが
有意に低下し、MMSEスコアは全身炎症レベルと負相関することが明らかになった。さらに抗炎症作用のあるプロ
ポリスの摂取（24ヶ月以上）により高齢者の全身性炎症を低下させるとともに認知低下を防ぐことを明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：Severe periodontal disease is noted as an aggravating factor for dementia, 
this study conducted a research on the relationship between periodontal disease and cognitive 
function in Tibetan. The MMSE score, which is an evaluation index of cognitive function in elderly 
people with severe periodontal disease, was significantly reduced compared to Tibet elderly people 
without periodontal disease. In addition, compared with mild cognitive impairment (MCI) patients 
suffering from periodontal disease and Alzheimer's disease (AD) patients, MMSE scores of MCI 
patients suffering from severe periodontal disease and AD patients are significantly reduced, and 
MMSE scores are It was found to be negatively correlated with the level of systemic inflammation. 
Furthermore, it has been shown that intake of anti-inflammatory propolis (more than 24 months) 
reduces systemic inflammation and prevents cognitive decline in the elderly.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症には根本的な治療法が確立されていないため、その予防法の開発が地球規模に求められている。欧米では
重度歯周病は認知症の増悪因子と注目されいる中、本研究は、日本人と遺伝子的に近縁な関係にあるチベット族
中高年者において重度歯周病と認知機能との正相関、認知機能と全身炎症レベルとの負相関、さらに全身性炎症
を低下させるとともに認知低下を防ぐことを明らかにした。本研究により日本国民に認知症対策としての歯科医
療への関心を持たせるとともに、日本から世界へ発信し、日本から世界長寿健康社会づくりへの貢献が期待でき
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
1. 研究開始当初の背景 

欧米人を対象とした研究により、重度歯周病の罹患と認知機能低下と正相関することや死亡し

たアルツハイマー型認知症患者（AD）の脳に歯周病菌が検出されたことから、重度歯周病が認

知症の増悪因子となることが注目されているが、アジア人を対象とした研究はほとんど無いの

が現状であった。 

 

２．研究の目的 

本研究は認知機能が著しく低下する低酸素環境の中国チベット高原に在住する日本人と遺伝子

D 系統を持つチベット族の中高年を対象とした歯周病と認知機能との関連性に関する調査研究

を行う。 

 
３．研究の方法 

臨床検査による調査対象基準を定め、基準に満たしたチベット高原に移民した漢民族の高齢

者 270 人（平均年齢 69.5 歳）ならびにチベットの高齢者 160 人（平均年齢 64.06 歳）を対象と

した調査を行った。認知機能評価は国際的に広く使用されている MMSE（Mini Mental State 

Examination）を用いて行った。さらに、高齢者の 60 人（平均年齢 72.8 歳）を対象にプロポリ

スの認知機能ならびに全身性炎症への効果の検証を行った。 

 
４． 研究成果 

歯周病の罹患しない高齢者に比較して、重度歯周病患者の MMSE スコアが有意に低下した。

また歯周病の罹患しない軽度認知障害（MCI）ならびに AD 患者に比較して、重度歯周病を罹患

した MCI ならびに AD 患者の MMSE スコアが有意に低下し、MMSE スコアは全身炎症レベルと負相

関することが明らかになった。本研究により、アジア系高齢者における重度歯周病は認知機能

低下と正相関することが明らかになった。さらに重度歯周病は MCI ならびに AD 患者の病態悪化

を促す可能性も示唆された。日本人とチベット族は世界でも稀な遺伝子 D 系統を持つ遺伝子的

に極めて近縁な関係にあるから、本研究成果は我国における認知症の戦略策定に貴重な資料と

なりうる。さらに、60 名の参加者（平均 72.8 歳）をプロポリス（0.83g、n = 30）とプラセボ

（n = 30）２群を分け（経口投与）、MMSE を用いて認識機能を血清中の IL-1や TGF1 など

因子を用いて全身性炎症を評価した。プラセボを服用した高齢者では 24 ヶ月で認識機能低下し、

血清中 IL-1 および IL-6 の量は有意に上昇し、TGF1の量は有意に低下した。一方、プラセ

ボ群と比較して、プロポリス投与群では MMSE スコアを有意に改善し、血清中 IL-1および

IL-6 量は有意に低下し、TGF1の量は有意に上昇した。さらに MMSE スコアは IL-1の減少（図

１）および血清中の TGF1 の増加と相関した。本研究により（１）高齢者における全身性炎

症の悪化に伴い認識機能が低下すること、（２）プロポリス（12 ヶ月以上）の摂取は全身性炎

症を低下させるとともに認知低下を防ぐことを明らかにした。 



 

(図１)高齢者における認知機能と血中 IL-1量の相関性 
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